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研究4:回答した樗婦 226名の 57%が性暴力被害、 48%がDV被害の経験を報告した。性暴力被害を持つ
樗婦では、健康状態が有意に低く、 DV被害の程度が高く、出産に対して肯定的でなく、合併症および育児
困難の割合が高かった。 DV被害経験を持つ樗婦では、健康状態、が有意に低く、性暴力被害の程度が高く、
子どもの頃に暴力に曝された割合が高く、妊娠に対して肯定的でなく、合併症および、育児罰難の割合が高かっ
た。全体の変数の共分散構造分析では、暴力被害は祷婦の健康状態を低下させ、健康状態は妊娠や出産の捉
え方に影響し、それらは子育てに影響を与えていた。
(考察)
本研究により暴力被害女性が医療機関を受診していることが確認され、医療機関が女性における暴力問題
の発見と介入のための有用な場と考えられた。医療者の暴力問題の捉え方が被害女性の受け入れや対応の鍵
となることが示唆され、医療者の啓発および暴力被害をスクリーニングするための記録様式の整備が必要と
考えられた。本研究はまた、妊婦と樗婦の性暴力被害経験は健康および妊娠や子育ての受容に対して否定的
な影響を与えることを明らかにした。子どもの頃の虐待や DVを含む複合的な暴力被害を受けている可能性
も示された。 DVに関してはマタニティサイクルにある女性に被害のリスクが高いことが示唆された。暴力
被害を受けた女性ではソーシャルサポートが低く、妊産婦の健康および子育てに関して暴力被害の影響を考
慮に入れた支援体制の構築が望まれる。
審査の結果の要旨
女性への暴力は今日では重大な公衆衛生問題のーっと認識されているが、実証的研究は十分ではなく、特
に我が国ではきわめて少ない。本研究は、第 Iに、医療機関が暴力被害を受けた女性への初期対応の有効な
場であることを明らかにした。第2に、暴力被害の経験がマタニティサイクルにある女性の健康に加えて出
産や育児の受容にも影響することを明らかにした。調査の難しさに由来する摂界はあるが、多様な要因の関
連性を共分散構造分析を用いてモデル化した手法に独創性が認められ、暴力被害女性への支援対策に貢献す
る研究として高く評価される。
論文審査ならびに審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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